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日本海地震・津波プロジェクト

沖合構造調査

日29-1-2-2-1

沖合構造調査（線表）
日29-1-2-2-1

MCS探査の一部・
OBS探査〔SJ1707〕

MCS探査の一部・
OBS探査〔SJ17IS〕



日29-1-2-2-1

2

平成29年度の調査
【北海道北西沖】

日29-1-2-2-1

• 調査実施期間：
「かいめい」

2017年6月22日（小樽）

～7月11日（函館）

「第一開洋丸」【OBS回収】

2017年7月25日（小樽）

～7月31日（小樽）

• 調査内容［実績］：
 沖合構造調査

・MCS探査［白線］

・OBS探査［SJ1707］
 沿岸調査

・MCS探査［緑線］

 海陸統合探査（海域）［赤線］

・MCS探査［SJ17IS］
・OBS探査［SJ17IS］

OBSのタイプ
●：通常型
●：アンカー回収型
●：円錐台型
●：OBN

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

第2研究室：調査中にシステム

のオペ－レション・データ収
録・データQC等を行う。

ストリーマーケーブル：
チャンネル間隔は3.125m
［かいれいの1/4］

本調査におけるデータ取得概要
日29-1-2-2-1

エアガン：本航海での最大
総容量10000cu.in.
［かいれいの約1.35倍］

海底広域研究船
「かいめい」 海底地震計（OBS）：計60台

「 第一開洋丸」
（海洋エンジニアリング）

OBS回収のみ
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平成29年度の調査【北海道北西沖】
（調査海域状況）

日29-1-2-2-1

「かいめい」ブリッジの海図

石狩湾内での「かいめい」
ブリッジのモニター

人工衛星から見るイカ釣り漁船の
漁火のプロット［丸印：7/4～6］
（漁業情報サービスセンター

「エビスくん」より）

平成29年度の調査【北海道北西沖】
（調査海域状況を考慮して〔MCS〕）

日29-1-2-2-1

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～ ～ ～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

約6km（沖合構造探査時）

約3km（沿岸調査時）

約300m（海陸統合探査時）

展開するケーブル長を場所によって調整する。
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平成29年度の調査【北海道北西沖】
（調査海域状況を考慮して〔OBS〕）

日29-1-2-2-1

アンカーを回収する［測線SJ17IS（100m以浅）］

平成29年度の調査【北海道北西沖】
（調査海域状況を考慮して〔OBS〕）

日29-1-2-2-1

OBN（Ocean Bottom Node）を用いる試み

↑
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平成29年度の調査【北海道北西沖】
（調査海域状況を考慮して〔OBS〕）

日29-1-2-2-1

底曳き漁等への影響を考慮したアンカーの開発

↑

↑↑

OBSの記録例 【測線SJ1707】

地殻内を通過した屈折波(Pg)

PmP

Pn

PmP(?)

Pn(?)

Pn

地殻内を通過した屈折波(Pg)

【奥尻海嶺】

【石狩海盆】
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船上処理結果【測線SJ1707】（Stack断面）

日29-1-2-2-1

10 km

⽇本海盆

⽯狩海盆

奥尻海嶺

海陸統合探査測線（海域）【測線SJ17IS】
日29-1-2-2-1

陸域は東大震研
が実施
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海陸統合測線（海域）の記録例【SJ17IS】

地殻内を通過した屈折波(Pg)

地殻内を通過した屈折波(Pg)

【神威海嶺付近】

【陸棚】

Reflection(?)

日29-1-2-2-1
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今後へ向けて
1940 (M7.5) 
[Satake ,1986]

日29-1-2-2-1

震源分布［赤点］：気象庁（1923～2016）
活断層［橙線］：岡村（2013）
断層モデル［黒矩形］：国土交通省（2014）
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まとめ

MCS探査（沖合構造探査・沿岸調査・海陸統合探査）

北海道北西沖の海域において、当機構の海底広域
研究船「かいめい」を用いて、計5測線でデータを取
得した。「かいめい」の特性を生かし、漁業活動等に
配慮し、ケーブル長を調整しながら調査を実施した。

OBS探査（沖合構造探査・海陸統合探査）

漁業活動を考慮し、OBSのタイプを適宜変更ながら
2測線に計60台のOBSを設置して、地震探査を実
施した。

→今後、データ解析を進めて、調査海域の地殻構造を明
らかにし、調査海域の断層や地震活動との関係の研
究を進める。

日29-1-2-2-1


